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(57)【要約】
　非吸収性エラストマー材を含む凹状面を有する塗布器
（１）は、女性の微細な顔の毛の外観を最小化するため
の局所的な組成物に有効である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の表面（３１）と反対側の第２の表面（３２）と、を含み、前記第２の表面（３２
）が凹状面であり、前記第２の表面（３２）が非吸収性エラストマー材を含む、組成物を
顔に局所的に塗布するために構成される塗布器（１）。
【請求項２】
　前記塗布器が周縁（９）によって画定される曲線形状を有し、前記第１の表面（３１）
が非吸収性エラストマー材を含む、請求項１に記載の塗布器（１）。
【請求項３】
　前記曲線形状が楕円形であり、前記第２の表面が０．１ｍＬ～１０ｍＬの容積、好まし
くは１ｍＬ～８ｍＬの容積を収容するように構成される、請求項２に記載の塗布器（１）
。
【請求項４】
　前記塗布器が、４５ｍｍ～７０ｍｍ、好ましくは５０ｍｍ～６５ｍｍの長さ、及び６ｍ
ｍを超えない、好ましくは５ｍｍを超えない厚さ、を有し、より好ましくは前記厚さが１
ｍｍ～５ｍｍである、請求項１に記載の塗布器（１）。
【請求項５】
　前記エラストマー非吸収材が、へテロ原子を含有するポリマーを含み、好ましくは前記
エラストマー材が熱可塑性エラストマー、ウレタン、ゴム、ポリ塩化ビニル、ポリウレタ
ン、ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリレート、及びポリカーボネートからなる群か
ら選択され、より好ましくは前記材料が、水素添加スチレンブタジエンブロックコポリマ
ー及び任意選択的にシリコーン流体、を含む、請求項１に記載の塗布器（１）。
【請求項６】
　前記塗布器が多孔性でなく、不織布材料を含まず、接着剤を含まない、請求項１に記載
の塗布器（１）。
【請求項７】
　（ａ）前記塗布器が周縁（９）によって画定される楕円形状であり、
　（ｂ）前記塗布器が、５０ｍｍ～６５ｍｍの長さ、及び５０ｍｍ～６５ｍｍの幅を有し
、
　（ｃ）前記塗布器が５ｍｍを超えない厚さを有し、
　（ｄ）前記塗布器の前記非吸収性凹状面が０．１ｍＬ～８ｍＬの容積を収容するように
構成され、
　（ｅ）前記塗布器が、内側領域（３）と、外側領域（６）と、を更に含み、前記外側領
域（６）が前記周縁（９）と前記内側領域（３）との間に画定され、前記内側領域（３）
が前記外側領域（６）よりも厚く、
　（ｆ）前記塗布器（１）の最も厚い部分が前記塗布器の中心にあり、１ｍｍ～５ｍｍで
ある、請求項１に記載の塗布器（１）。
【請求項８】
　前記外側領域（６）と内側領域（３）との共通部分が領域間境界（１３）によって画定
され、前記領域間境界が曲線形状を画定する、請求項７に記載の塗布器（１）。
【請求項９】
　前記第１の表面（３１）が前記周縁（９）で測定された第１の屈曲力を有し、前記第２
の表面（３２）が前記周縁（９）で測定された第２の屈曲力を有し、前記第２の屈曲力が
前記第１の屈曲力より２～５倍大きく、前記材料が水素添加スチレンブタジエンブロック
コポリマー及びシリコーン流体を含む、請求項８に記載の塗布器（１）。
【請求項１０】
　請求項１に記載の塗布器によって膜形成組成物を顔に局所的に塗布する工程を含む、顔
に対して毛の最小化を提供する方法。
【請求項１１】
　前記膜形成組成物が、１，０００ｃｐｓ～２００，０００ｃｐｓ、好ましくは１５，０
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００ｃｐｓ～９０，０００ｃｐｓのブルックフィールド粘度を有する、請求項１０に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記膜形成組成物が、１０ｓ-1の剪断速度において１００ｃｐｓ～１５，０００ｃｐｓ
、好ましくは１５００ｃｐｓ～８０００ｃｐｓの粘度を有する、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１３】
　前記膜形成組成物が、１００ｓ-1の剪断速度において１００ｃｐｓ～１２，０００ｃｐ
ｓ、好ましくは５００ｃｐｓ～１０００ｃｐｓの粘度を有する、請求項１０に記載の方法
。
【請求項１４】
　前記塗布器が約３９～４５のショアＡ硬度を有し、更に、前記膜形成組成物が約１５，
０００ｃｐｓ～４０，０００ｃｐｓの粘度を有する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　請求項１に記載の塗布器と、スキンケア組成物を収容する容器と、任意追加的に使用指
示書と、を含む、キット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、顔に対して組成物を局所的に塗布する塗布器を目的とする。
【背景技術】
【０００２】
　発泡フォームで作られている顔用スキンケア組成物（例えば、ファンデーション）を皮
膚及び顔の毛に対して局所的に塗布する代表的な塗布器は、顔の皮膚の欠点及び微細な顔
の毛（例えば、軟毛）を隠す目的で顔に組成物の平滑的かつ連続的な付着を提供しない。
これらの既存の塗布器は、通常粗く、しばしば多孔性かつ吸収性の表面を有し、平坦かつ
平滑に付着させることができない。平坦かつ平滑な顔への付着によって、これらの皮膚組
成物の有効性（例えば、隠蔽効果）を最大にする必要がある。
【０００３】
　これらの塗布器の別の短所は、塗布器表面と顔の基質との間でスキンケア組成物のリザ
ーバを管理する能力、及び更に所望の平坦かつ平滑な付着を提供する能力を提供しないこ
とである。また塗布器が接触中にスキンケア組成物の吸収を阻害する材料から作製される
必要もある。
【０００４】
　その上、塗布器がヒトの顔の多様な輪郭（例えば、鼻及び目の周囲の難しい領域に加え
頬のような広い領域）への使用に適合可能であり、塗布器を保持し使用する方法において
ユーザーに対し直観的でもある必要が更にある。塗布器は衛生的である必要がある。即ち
、塗布器を１回以上の使用の後に洗浄することができる。塗布器は、分注されたスキンケ
ア組成物のリザーバを投与領域で保持し、顔に塗布される前に流れないようにできる必要
もある。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、これらの問題の１つ以上を解決することを目的とする。理論に束縛されるも
のではないが、本発明は、問題の１つ以上に対処するための材料、形状、及び方法論を明
らかにする。
【０００６】
　最初に、発明の塗布器は、ヒト女性の微細な顔の毛を管理し、隠すことの必要への対処
に資する。個体及びその毛が顔の上の正確に位置する場所によって、その毛は、１～３０
マイクロメートルの範囲の軸径を有する軟毛から通常３０マイクロメートル超～約１２０
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マイクロメートルの軸径を有する硬毛である場合がある。理論に束縛されるものではない
が、この毛を隠すことは、本発明の塗布器を使用して皮膚及び毛にスキンケア組成物を平
滑かつ平坦に塗布し、同時にその毛を皮膚に対して横たわらせる（即ち、平らにする）こ
とによって最も良く達成される。更に、毛の生えている向きに沿って塗布器をストローク
することによって、結果は最大となる。結果はまた、スキンケア組成物中に化学物質を含
むことによって最大となり、隠蔽力及び皮膚に対し毛の付着を維持することを通じて微細
な顔の毛の外観を更に最小化する。
【０００７】
　したがって、発明の一態様は、組成物を顔に局所的に塗布するために構成される塗布器
を提供し、第１の面及び反対側の第２の面を含み、第２の面は凹状の面であり、第２の面
は非吸収性エラストマー材を含む。
【０００８】
　第２の態様は、前述の塗布器によって膜形成組成物を顔に局所的に塗布する工程を含む
、顔に対して毛の最小化を提供する方法を提供する。発明の第３の態様は、前述の塗布器
を含むキットと、スキンケア組成物を収容する容器と、必要に応じて使用の手引きと、を
提供する。製造方法もまた提供される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の塗布器の透視図である。
【図２】図１の塗布器の平面図である。
【図３】図１の塗布器の底面図である。
【図４】図１の塗布器の断面正面図である。
【図５】図１の塗布器の断面右図である。
【図６】図５の断面部分の分解図である。
【図７】図１の塗布器並びに塗布器及び顔用ファンデーション組成物を収容することがで
きる二次パッケージを有するキットの例である。
【図８ａ】図１の塗布器を鼻に局所的に使用するユーザーである。
【図８ｂ】図８ａに示すように塗布器を使用する前に第１の位置で塗布器を掴むユーザー
である。
【図９ａ】図１の塗布器を鼻に局所的に使用するユーザーである。
【図９ｂ】図９ａに示すように塗布器を使用する前に第２の位置で塗布器を掴むユーザー
である。
【図１０ａ】図１の塗布器を頬に局所的に使用するユーザーである。
【図１０ｂ】図１０ａに示すように塗布器を使用する前に第３の位置で塗布器を掴むユー
ザーである。
【図１１ａ】図１の塗布器を頬に局所的に使用するユーザーである。
【図１１ｂ】図１１ａに示すように塗布器を使用する前に第４の位置で塗布器を掴むユー
ザーを示している。
【図１２】塗布器からの製剤の平坦な付着についての付着評価尺度である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　塗布器の組成物
　発明の一態様は、塗布器の表面が非吸収性エラストマー材を含んで構成される塗布器を
提供し、好ましくは、第１の面及び反対側の第２の面がそれぞれ非吸収性エラストマー材
を含む。一実施形態では、顔の基質と接触するように構成された塗布器の表面は、少なく
とも非吸収性エラストマー材を含み、好ましくは、その表面はまた凹状面でもある。理論
に束縛されるものではないが、スポンジなどの吸収性材料は、毛を横たわらせる用途には
好ましくない多くの特質を呈する。未発表の消費者調査に基づいて、一部の消費者は、ス
キンケア組成物の一部がスポンジの中に吸収されることによって失われ、したがって完全
に皮膚に投与されていないと感じている。吸収性材料に関する別の課題は、スポンジ及び
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他のそのような材料は清潔にする又は洗浄するのが難しく、細菌を含む場合があるため、
それらの使用が不潔な状態につながる恐れがあることである。また、吸収性材料は、吸収
性材料が通常有する粗い又は平滑でない局所的表面をあてられた顔の基質に対しスキンケ
ア組成物の平坦な塗布を提供しない。
【００１１】
　一実施形態では、塗布器の外側表面領域の少なくとも１０％、又は１５％、２５％、３
０％、４０％、５０％、６０％、７０％、８０％、９０％、９５％、若しくは９８％以上
は、非吸収性エラストマー面を含む。別の実施形態では、塗布器の外側表面領域の１００
％未満、又は９８％、９５％、９０％、８０％、７０％、６０％、５０％、４０％、３０
％、２５％、若しくは１５％以下、ただし１０％超は、非吸収性エラストマー材を含む。
更に別の実施形態では、塗布の外側表面領域の４０％～１００％、好ましくは５０％～１
００％、あるいは６０％～１００％、あるいはそれらの組み合わせは、非吸収性エラスト
マー材を含む。
【００１２】
　一実施形態では、塗布器の５重量％～１００重量％、好ましくは１０重量％～１００重
量％、更に好ましくは５０重量％～１００重量％、あるいは２５重量％～７５重量％、あ
るいは１０重量％～９０重量％、あるいは８０重量％～１００重量％、あるいはそれらの
組み合わせは、非吸収性エラストマー材を含む。更に別の実施形態では、塗布器は、２、
３、４、５つ以上の異なるタイプの材料を含む。異なるタイプの材料は全て非吸収性エラ
ストマー材であっても、そうでなくてもよい。
【００１３】
　発明の別の態様は、顔の基質に対するスキンケア組成物の平坦な塗布のため平滑である
非吸収性エラストマー材からなる、皮膚又は顔の基質と接触するように構成された塗布器
の表面を提供する。発明の更に別の態様は、１回以上の使用の合間に塗布器をユーザーが
清潔にできるように洗浄可能であるような塗布器の材料、少なくとも外側表面を提供する
。
【００１４】
　一実施形態では、塗布器の非吸収性エラストマー材は、水素添加スチレンブタジエンブ
ロックコポリマーとシリコーン流体との混合であり、好ましくは、シリコーン流体はジメ
チルシリコーン流体である。コポリマー化合物は、Ｋｕｒａｒａｙ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ　
Ｃｏ．，Ｌｔｄ（Ｏｓａｋａ，Ｊａｐａｎ）から得ることができる（ＳＥＰＴＯＮ　ＣＯ
ＭＰＯＵＮＤ　ＪＳ２０Ｎ）。ジメチルシリコーン流体は、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒ
ｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　Ｊａｐａｎ　ＬＬＣ（Ｔｏｋｙｏ，Ｊａｐａｎ
）から得ることができる（ＴＳＦ４５１シリーズの製品）。別の実施形態では、塗布器は
、塗布器の少なくとも９５重量％から、好ましくは少なくとも９６重量％、若しくは９７
重量％、９８重量％、又は少なくとも９９重量％のブロックコポリマーを含む。あるいは
、塗布器は、塗布器の９０重量％～１００重量％、あるいは９９重量％～９９．９重量％
、あるいはそれらの組み合わせのブロックコポリマーを含む。別の実施形態では、塗布器
材料は、シリコーン流体を、塗布器の好ましくは０．０１％～２％、より好ましくは０．
１％～１．５％、あるいは０．５％～１．２％、あるいは０．５％～１％、あるいはそれ
らの組み合わせのシリコーン流体を更に含む。非限定的な一実施例では、塗布器の材料は
、塗布器の９９．３重量％のブロックコポリマー及び０．７重量％のシリコーン流体を含
む。
【００１５】
　塗布器を構成する材料（複数可）を、射出成形又は注型成形して塗布器を形成すること
ができる。あるいは、これらの材料は、加硫、熱形成、組立て及び熱溶着若しくは接着剤
を用いた溶着、射出成形、押出し、ダイカット、注型、又はそれらの組み合わせが行われ
てもよい。
【００１６】
　塗布器の表面で、又は更には全体として塗布器にわたって、使用され得る非限定的な実
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施例の塗布器材料は、へテロ原子を含有するポリマーを含む。実施例は、ポリ塩化ビニル
、ポリウレタン、ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリレート、及びポリカーボネート
を含んでもよい。これらの材料は、可塑剤とともに使用されてもよい。加えて、複数のこ
れらの材料を、別個の要素として形成して、（最後に本発明の塗布器を作製するために）
次に結合して単一のユニットにしてもよい。非限定的な一実施例では、様々な材料は、と
りわけ表面分布、硬度、及び可撓性について所望の特性をもたらす単一の複合物塗布器を
形成するため、シート素材からダイカットされて、次に熱、又は接着剤で組み立てられて
もよい。
【００１７】
　一実施形態では、塗布器は、いくつかの異なるタイプの材料から作製される。塗布器は
、材料の積層体により形成されてもよい。そのような実施形態では、塗布器の１つ以上の
外側表面は、非吸収性エラストマー材を有してもよいが、塗布器の内側の材料は、吸収性
材料若しくは非吸収性材料、又はエラストマー材若しくは非エラストマー材、又はそれら
の組み合わせを含み得る他の材料を含んでもよい。そのような実施形態は、本発明の利点
を提供することができ、更に設計及び製造のより高い柔軟性を可能にする。これらの積層
体は、熱溶着、接着剤、又は複数の連続工程の注型成形若しくは射出成形プロセスによっ
て作製されてもよい。
【００１８】
　全体として塗布器にわたって、組み合わせにより、及び／又は塗布器の表面で、使用さ
れ得る非吸収性材料の他の非限定的な実施例は、熱可塑性エラストマー、ウレタン、及び
ゴムを含む。
【００１９】
　塗布器の寸法
　発明の一態様は、表面積全体が２５ｃｍ2～２００ｃｍ2、好ましくは３０ｃｍ2～１０
０ｃｍ2、好ましくは３５ｃｍ2～８０ｃｍ2、あるいは４０ｃｍ2～６０ｃｍ2である塗布
器を提供する。一実施形態では、塗布器の一表面は、好ましくは皮膚又は顔の基質に接触
するように構成された表面は凹状である。そのような実施形態では、凹状面は、表面積が
５ｃｍ2～１００ｃｍ2、好ましくは７ｃｍ2～５０ｃｍ2、より好ましくは１０ｃｍ2～３
０ｃｍ2であることが好ましい。使用中、（皮膚／顔の基質と接触するように構成された
）塗布器の一表面全体は、通常皮膚又は顔の基質と接触するものではない。皮膚／顔の基
質と接触する塗布器の一表面のパーセンテージは、ユーザーの好み、扱われる顔の輪郭、
及び（任意の時点で）塗布される組成物の量を含む多数の変数によって決まるだろう。
【００２０】
　一実施形態では、塗布器の一表面が凹状であるとき、凹状面は、０．０３０ｍＬ～０．
５００ｍＬ、あるいは０．１００ｍＬ～０．２２０ｍＬ、あるいは０．１４０ｍＬ～０．
２００ｍＬ、あるいはそれらの組み合わせの容積を収容するように構成される。
【００２１】
　この容積を測定する１つの好適な方法は、塗布器の凹状面を上にしておき、凹状面が保
持できる水の量を測定することである。加えて、この容積をカスタマイズして、１回の塗
布サイクルの間に分注する製品の量をユーザーに示すことができる。視覚的な作製、又は
鋼の成形型の刻印の触覚的な印、又は表面上の印刷若しくは装飾領域、又は形状の変化、
又は材料の厚さの変化によって、塗布器の設計又は設計の一部を使用して分注するスキン
ケア組成物の正確な量をユーザーに示す。
【００２２】
　塗布器の寸法は、重要である場合がある。理論に束縛されるものではないが、塗布器は
、比較的コンパクトな設計（旅行用など）を提供するのに十分小さいこと、及び標準的な
サイズのヒト女性の指による使用に好適であること（例えば、直径が約１ｃｍ）、ただし
、より大きな皮膚基質領域（例えば、頬）に容易に塗布するのに十分大きいことのバラン
スを図り、ユーザーが握ることができる面を皮膚／顔接触面から離れた状態に維持する（
不必要な接触及び組成物の損失を回避する）。
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【００２３】
　図１～３を見ると、本発明の塗布器（１）の好適な長さ、幅、及び厚さが説明される。
水平面（３５）（例えば、水平なテーブルの上面）に沿って置かれたとき、塗布器（１）
の長さは、その最も長い寸法である。水平面（３５）に直行する、中心垂直軸（３７）は
、塗布器（１）の幾何学中心（図示せず）を通り抜ける。
【００２４】
　塗布器（１）の幅は、同一の水平面（３５）に沿ってその長さに垂直に測定される。本
明細書の図によって説明される塗布器（１）について、塗布器（１）の最も厚い部分は、
中心垂直軸（３７）においてである。一実施形態では、塗布器の長さは、４５ｍｍ～７０
ｍｍ、好ましくは５０ｍｍ～６５ｍｍ、あるいは５５ｍｍ～６０ｍｍ、あるいはそれらの
組み合わせである。塗布器の幅は、３０ｍｍ～６０ｍｍ、好ましくは３５ｍｍ～５５ｍｍ
、あるいは４０ｍｍ～５０ｍｍ、あるいはそれらの組み合わせである。塗布器の厚さは、
０．５ｍｍ～５ｍｍ、あるいは１ｍｍ～４ｍｍである。一実施形態では、中心垂直軸（３
７）で測定した厚さは、１ｍｍ～４ｍｍ、あるいは２ｍｍ～３．５ｍｍ、あるいは３ｍｍ
～４ｍｍ、あるいはそれらの組み合わせである。別の実施形態では、塗布の厚さ部分は、
１ｍｍ～４ｍｍ、あるいは２ｍｍ～３．５ｍｍ、あるいは３ｍｍ～４ｍｍ、あるいはそれ
らの組み合わせである。一実施形態では、塗布器の厚さは、６ｍｍを超えず、好ましくは
５ｍｍを超えない、あるいは４ｍｍを超えない。
【００２５】
　図１は、塗布器の非限定的な実施例の透視図である。図２は、図１の塗布器の平面図で
あり、図２は、底面図である。これらの図で図示したように、塗布器（１）は、厚さの変
化によって画定された少なくとも２つの領域（３、６）を有してもよい。外側領域（６）
は、塗布器（１）の外周に最も近く、内側領域（３）を下回る厚さを有して画定される。
内側領域（３）は、塗布器（１）の中心を含む。周縁（９）は、塗布器の最も外側の外周
縁（９）として画定され、概ね楕円形状を形成する。好ましい実施形態では、図に例示す
るように、外側領域（６）は全体にわたり実質的に同じ厚さを有する。内側領域（３）は
、外側領域（６）よりも厚い。図１及び２に最も良く例示するように、領域間境界（１３
）は、塗布器（１）の第１の表面（３１）上に外側領域（６）と内側領域（３）との間の
共通領域を画定する。領域間境界（１３）は、周縁（９）によって定義された楕円形状（
又は任意の他の形状）に似た楕円形状（又は曲線状の形状を含む任意の他の形状）を形成
する。内側領域（３）は、第１の表面（３１）から突出する楕円部分を有する。内側領域
（３）は、領域間境界（１３）から塗布器（１）の中心に向かって厚みを増す。一実施形
態では、内側領域（３）の第１の表面（３１）の表面積は、１ｃｍ2～５ｃｍ2、好ましく
は２ｃｍ2～４ｃｍ2である。内側領域（３）の長さは、長軸（図示せず）に沿って、１５
～２５ｍｍ、好ましくは１８～２２ｍｍ、あるいはそれらの組み合わせであってもよい。
内側領域（３）の幅は、短軸（図示せず）に沿って、９ｍｍ～１９ｍｍ、あるいは１１ｍ
ｍ～１７ｍｍ、あるいは１２ｍｍ～１５ｍｍ、あるいはそれらの組み合わせである。非限
定的な一実施例では、内側領域（３）の長さ及び幅は、それぞれ２０ｍｍ及び１４ｍｍで
ある。
【００２６】
　代替の実施形態では、塗布器（１）は、周縁（９）によって画定された（曲線状の形状
として）全体的な長円形状を有する。あるいは、領域間境界（１３）は、長円形状を形成
する。あるいは、内側領域（３）は、第１の表面（３１）から突出する卵形の部分を有す
る。
【００２７】
　好ましくは、外側領域（６）は、外側領域全体にわたり０．５ｍｍ～３ｍｍ、好ましく
は１ｍｍ～２．５ｍｍ、より好ましくは１ｍｍ～２ｍｍの均一の厚さを概ね有する。更に
これまでの一層好ましい実施形態では、内側領域（３）は、１．５ｍｍ～５ｍｍ、好まし
くは２．５ｍｍ～４．５ｍｍ、より好ましくは３ｍｍ～４ｍｍの厚さを有する。
【００２８】
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　塗布器（１）の第１の表面（３１）は、第２の表面（３２）と対向する。第２の表面（
３２）は凹状であるが、第１の表面は概ね凸状である。主として顔の基質と接触するよう
に構成されるのは第２の表面である。図３を参照すると、塗布器（１）の第２の表面（３
２）は、少なくとも２つの関連のある半径を有する（塗布器（１）が全体的な楕円形状を
有するとき）。Ｒ5（２４）、即ち第５の半径は、中心垂直軸（３７）が第２の表面（３
２）と交差する場所と、周縁（２）が水平面（３５）と交差する場所との間の軸線の最長
距離である。Ｒ6（２６）、即ち第６の半径は、中心垂直軸（３７）が第２の表面（３２
）と交差する場所と、周縁（２）が水平面（３５）と交差する場所との間の軸線の最短距
離である。
【００２９】
　Ｒ5（２５）は、長軸面に沿って、Ｒ6（２６）は短軸面に沿っている。したがって、Ｒ

5（２５）は、Ｒ6（２６）よりも長い。一実施形態では、Ｒ5（２５）は、１９ｍｍ～３
９ｍｍ、好ましくは２４ｍｍ～３４ｍｍ、あるいは２６ｍｍ～３２ｍｍ、あるいは２５～
３０ｍｍ、あるいは２８ｍｍ～３３ｍｍ、あるいはそれらの組み合わせである。別の実施
形態では、Ｒ6（２６）は、１２ｍｍ～３２ｍｍ、好ましくは１７ｍｍ～２７ｍｍ、ある
いは１９ｍｍ～２５ｍｍ、あるいは２０ｍｍ～２４ｍｍ、あるいはそれらの組み合わせで
ある。更に別の実施形態では、塗布器の第２の表面（３２）は、どんな突出部又はテクス
チャ加工も無い又は実質的に無い。非限定的な実施例では、Ｒ5（２５）及びＲ6（２６）
は、それぞれ２８．２５ｍｍ及び２２ｍｍである。
【００３０】
　図４は、短軸に沿った図１の塗布器の断面正面図である。図５は、図１の塗布器の長軸
に沿った断面右図である。塗布器（１）の第２の表面（３２）は、概ね凹状である。した
がって、第１の表面（３１）上に何らかの力を加えられることなく、塗布器（１）が水平
面（３５）に置かれるとき第２の表面（３２）と水平面（３５）との間に間隙が存在する
。水平面（３５）に接触するのは、周縁（９）に沿った第２の表面（３２）である。最大
間隙距離（図示せず）は、第２の表面（３２）と水平面（３５）との間の最大距離である
。通常最大間隙距離は、中心垂直軸（３７）に沿って測定される。最大間隙距離は、１ｍ
ｍ～５ｍｍ、好ましくは２ｍｍ～４ｍｍである。非限定的な一実施例では、最大間隙距離
は、３ｍｍであり、塗布器（１）の最も厚い部分は中心垂直軸（３７）においてであり、
３．３ｍｍである。
【００３１】
　図４は、Ｒ1、即ち第１の半径（２１）、及びＲ2、即ち第２の半径（２２）を示す。こ
れらは、正確な縮尺率ではない。Ｒ1（２１）及びＲ2（２２）の外心は、それぞれ中心垂
直軸（３７）及び塗布器（１）の短軸面に沿って位置する。Ｒ1（２１）は、短軸に沿っ
た塗布器（１）の内側領域（３）の第１の表面（３１）の弧の半径である。Ｒ2（２２）
は、短軸に沿った塗布器（１）の外側領域（６）の第１の表面（３１）の弧の半径である
。一実施形態では、Ｒ1（２１）は、９ｍｍ～１９ｍｍ、好ましくは１１ｍｍ～１７ｍｍ
、より好ましくは１２ｍｍ～１６ｍｍ、あるいはそれらの組み合わせである。別の実施形
態では、Ｒ2（２２）は、５３ｍｍ～９３ｍｍ、好ましくは６３ｍｍ～８３ｍｍ、あるい
は６７ｍｍ～７９ｍｍ、あるいは７０ｍｍ～７６ｍｍ、あるいはそれらの組み合わせであ
る。
【００３２】
　図５は、Ｒ3、即ち第３の半径（２３）、及びＲ4、即ち第４の半径（２４）を示す。Ｒ

3（２３）及びＲ4（２４）の対応する外心は、それぞれ中心垂直軸（３７）及び塗布器（
１）の長軸面（図示せず）に沿って位置する。Ｒ3（２３）は、長軸に沿った塗布器（１
）の外側領域（６）の第１の表面の弧の半径である。Ｒ4（２４）は、長軸に沿った塗布
器（１）の内側領域（３）の第１の表面の弧の半径である。一実施形態では、Ｒ3（２３
）は、２１ｍｍ～３３ｍｍ、好ましくは２３ｍｍ～３１ｍｍ、あるいは２５ｍｍ～２９ｍ
ｍ、あるいはそれらの組み合わせである。別の実施形態では、Ｒ4（２４）は、１２０ｍ
ｍ～２００ｍｍ、好ましくは１３０ｍｍ～１９０ｍｍ、好ましくは１４０ｍｍ～１８０ｍ
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ｍ、あるいは１５０ｍｍ～１６６ｍｍ、あるいは１５２ｍｍ～１６４ｍｍ、あるいはそれ
らの組み合わせである。
【００３３】
　図６は、周縁（９）に最も近い塗布器（１）の分解組立て及び断面図である。図６は、
Ｒ7、即ち第７の半径（２７）を示す。Ｒ7（２７）は、周縁（９）の外側表面から測定さ
れた周縁（９）の弧の半径である。好ましくは、Ｒ7は、塗布器（１）の周囲方向に一周
して同じである。一実施形態では、Ｒ7（２７）は、０．０１ｍｍ～２ｍｍである。
【００３４】
　塗布器の質量は、１．０ｇ～５００ｇである。
【００３５】
　理論に束縛されるものではないが、外側領域（６）よりも厚い内側領域（３）を有する
潜在的効果が存在する。より大きな厚さは、改善された成形加工を提供し得る。更に、塗
布器（１）の第１の表面（３１）からの内側領域（３）の楕円形状の突出部（又は任意の
他の形状の突出部）は、初心者ユーザーが適切な指の向きのもとで使用するのを、及び恐
らく初心者ユーザーの指が使用中に滑ることを回避するのを支援し得る。突出部は、中心
における塗布器の剛性を補助して、周縁（９）への下方向の力を均等に分配するのに役立
ち得る。突出部の寸法は、スキンケア組成物のうちどのくらいを投与するべきかをユーザ
ーに対して視覚化するのに役立ち得る。最後に、バルク包装中に何らかの相互付着（co-a
dhesion）が発生したときに、塗布器をより分離しやすくすることにより、加工は突出部
で改善され得る。
【００３６】
　屈曲力
　発明の別の態様は、屈曲力において適切なバランスを有するための塗布器を提供する。
ヒトの顔の複雑な輪郭に適合するために、毛の横たわり効果をもたらすのに十分だが、柔
軟性不足になるほど多すぎない屈曲力がある必要がある。表１ａ及び１ｂは、１０個の塗
布器の寸法（及び標準偏差）をまとめてある。表２ａ及び２ｂは、表１及び１ｂに記載さ
れた塗布器からの屈曲力試験の結果をまとめてある。
【００３７】

【表１】

　1即ち、最長の寸法。
　2外側領域（６）全体にわたり外側領域（６）の厚さが実質的に均一である外側領域（
６）の厚さ。
　3「高さ」は、水平面（３５）から塗布器（１）の第１の表面（３１）まで中心垂直軸
（３５）に沿って測定された距離である。換言すれば、中心垂直軸（３７）に沿って最大
間隙距離に内側領域（３）の厚さを加えたものである。所与の材料の特性、塗布器の質量
、及び下に向けた塗布器の凹状面、並びに塗布の全体的形状は、本明細書の「高さ」寸法
に影響を与え得る変数であることが理解されるべきである。
　4半径Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、及びＲ6は、上で予め定義されている。
【００３８】
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【表２】

【００３９】
　上の表１ａ及び１ｂに指定された寸法を有する１０個の塗布器それぞれを、屈曲力につ
いて塗布器の様々な場所で評価する。力平均値（ニュートン）及び標準偏差を下の表２ａ
及び表２ｂにまとめる。ＩＮＳＴＲＯＮブランドモデルは、屈曲力を評価するのに好適な
計器である。計器は、円形かつ扁平（直径１ｃｍ）の接触領域を有するステンレス鋼プロ
ーブを有し、計器のロードセルに装着される。プローブは、下方向（即ち、水平のベンチ
トップに対して直交方向に下）に押し下げる。屈曲力は、周縁（９）、楕円形状の塗布器
（１）のそれぞれの長軸及び短軸、及びそれぞれの第１の表面（３１）及び第２の表面（
３２）にて評価される。プローブの接触領域を、（それぞれの表面（３１、３２）にて）
プローブの中心が周縁（９）の最も外側の縁部に接触するように周縁（９）に向ける。塗
布器（１）は、力測定用のＣクランプに固定され、Ｃクランプは塗布器の幾何学中心にて
第１の表面（３１）及び第２の表面（３２）に接して塗布器を固定する。Ｃクランプは、
それぞれの表面（３１、３２）で各クランプにつき０．２５ｃｍ2の接触表面積を有する
。各クランプの接触領域は、円形かつ扁平である。
【００４０】
　力測定を塗布器（１）の長軸及び短軸にて行った。１セットの測定では、プローブの接
触領域を長軸及び短軸にて第１の表面（３１）に向けたままで、第２の表面（３２）は下
向き、即ち、凹状面が下向きである。別のセットの測定では、プローブの接触領域を長軸
及び短軸にて塗布器（１）の第２の表面（３２）に向けたままで、第２の表面（３２）は
上向き、即ち、凹状面が上向きであるそれぞれの軸にて、それぞれの表面（３１、３２）
の屈曲力の差異率を比較する。表２ａは短軸に関し、表２ｂは長軸に関する。
【００４１】
【表３】

　1プローブが塗布器の第１の表面（３１）に接触している。
　2プローブが塗布器の第２の表面（３２）に接触している（即ち、凹状面がプローブに
接触している）。
【００４２】
　短軸については、内向きに、塗布器の後縁を通って、皮膚に分散された材料に手を加え
るのに使用される塗布器の外側縁部における皮膚に対する下向き抵抗力の好ましい範囲は
、０．０１８０４ニュートン力～０．２０２２４ニュートン力に幅広く分布するべきであ
る。面、又は短軸の抵抗力のより好ましい範囲は、０．０４８７４～０．１７１５４ニュ
ートン力の範囲であるべきである。最も好ましい外側下向抵抗力は、０．０７９４４～０
．１４０８４ニュートン力であるべきである。
【００４３】
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【表４】

　3プローブが塗布器の第１の表面（３１）に接触している。
　4プローブが塗布器の第２の表面（３２）に接触している（即ち、凹状面がプローブに
接触している）。
【００４４】
　先の短軸の範囲と対照的に、塗布器の後縁を通って、材料の十分な膜に手を加えるのに
必要な皮膚での長軸の下向き抵抗力は、０．０３１５７～０．１５４６３ニュートン力で
あるのが好ましい。抵抗圧のより好ましい範囲は、０．０５２０８～０．１３４１２ニュ
ートン力である。抵抗力の最も好ましい範囲は、０．０６１５３～０．１１３６１ニュー
トン力である。
【００４５】
　表２ａ及び２ｂに示すように、第２の表面（３２）に対する屈曲力は、第１の表面（３
１）に対する屈曲力よりも大きい。理論に束縛されるものではないが、塗布器のＺ軸にお
ける複合曲率（即ち、「カップ形状」）は、塗布器内で内力の分布を形成する。形状は、
本明細書で説明したエラストマー材の使用と相まって、顔の基質へのスキンケア組成物の
平坦かつ平滑な付着を可能にする。この内力の分布は、組成物塗布のために顔の基質に対
し塗布器の接触点での適量の下向き圧力を可能にするが、また接触縁に先立って使用中に
接触縁（ひいては顔の基質）への組成物の均一な流れを提供する組成物のリザーバを維持
する適量の圧力も提供する。更に、表面（３１、３２）間の屈曲力のこの偏りはまた、塗
布中のユーザーの指の圧力をより少なくして、したがって顔の基質に対する下向き圧力の
より均一な分布を可能にする。これにより、所望の平坦かつ平滑な組成物の付着を達成し
ながら、より広い範囲のユーザーの指の反対方向の圧力の変化が可能になる。
【００４６】
　発明の一態様は、第１の表面（３１）が周縁（９）で測定された第１の屈曲力を有し、
第２の表面（３２）が周縁（９）で測定された第２の屈曲力を有し、第２の屈曲力が第１
の屈曲力より少なくとも１．１倍、好ましくは１．１～１０、より好ましくは１．５～５
、あるいは２～５、あるいはそれらの組み合わせ、の倍数大きい、塗布器（１）を提供す
る。
【００４７】
　表面摩擦
　発明の一態様は、平滑な表面、好ましくは目標の皮膚基質と接触するように構成される
表面を有する塗布器を提供する。そのような平滑な表面は、スキンケア組成物、特に毛髪
横たわり効果を提供するスキンケア組成物のより効果的な塗布を提供する。塗布器の平滑
な表面を測定する１つの方法は、表面摩擦によるものである。摩擦を解析する１つの好適
な方法は、Ｋａｔｏ　Ｔｅｃｈ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．（Ｋｙｏｔｏ，Ｊａｐａｎ）により製
造された「ＫＥＳ－ＳＥ」摩擦テスタの使用によるものである。本発明の非限定的な塗布
器は、０．６５の摩擦係数つまり「ＣＯＦ」を測定する（対照の「粗面板」の測定値は０
．４３である（通常の測定値は０．３６～０．４５である）。一実施形態では、未使用の
塗布器のＣＯＦは、０．５～０．９、あるいは０．５５～０．７５である。
【００４８】
　表面エネルギー
　表面エネルギーは、平滑な表面を特徴付ける別の方法である。「Ｏｗｅｎｓ－Ｗｅｎｄ
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ｔ表面エネルギー」を測定する１つの好適な方法は、Ｆｉｒｓｔ　Ｔｅｎ　Ａｎｇｓｔｒ
ｏｍｓ，Ｉｎｃ．（Ｐｏｒｔｓｍｏｕｔｈ，Ｖｉｒｇｉｎｉａ，Ｕ．Ｓ．Ａ．）により製
造されるＦＴＡ１０００　Ｄｒｏｐ　Ｓｈａｐｅ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔａｔｉｏｎを使
用することである。（ｉ）分散型相互作用による表面エネルギー（そのため「分散型成分
」と呼ばれる）、（ｉｉ）極性相互作用による表面エネルギー（そのため「極性成分」と
呼ばれる）を加算して、Ｏｗｅｎｓ－Ｗｅｎｄｔ表面エネルギーを求める。ガラス顕微鏡
スライド及びプラスチックの顕微鏡カバースリップが対照として使用される。結果は以下
の表中にまとめられる。
【００４９】
【表５】

【００５０】
　一実施形態では、塗布器（１）の外部表面（好ましくは第２の表面（３２））は、１７
ダイン／ｃｍ～３７ダイン／ｃｍ、好ましくは３２ダイン／ｃｍ～４２ダイン／ｃｍ、あ
るいはそれらの組み合わせの表面エネルギーを含む。
【００５１】
　硬度
　塗布器の非限定的な実施例の硬度値は、デュロメータスケールＡで３９．８と評価され
る。一実施形態では、塗布器は、３０～６０、好ましくは３５～５０のデュロメータスケ
ールＡで測定された硬度値を含む。材料の柔軟性／しなやかさは、後縁でより多くの力を
割り当てるはずである。塗布器のデュロメータは、ショアスケールＡ（Ａｓｋｅｒ　Ｄｕ
ｒｏｍｅｔｅｒ　ｍｏｄｅｌ　ＸＰ－Ａ）デュロメータテスタで測定された。
【００５２】
　スキンケア組成物
　塗布器による皮膚への局所的塗布に好適なスキンケア組成物は、本質的に任意の皮膚科
学的に安全な組成物であってもよい。好ましい実施形態では、組成物は、塗布器と組み合
わせて機能するための、毛を柔らかくする１つ以上の成分（例えば、グリセロール）を含
有し、毛、好ましくは顔の毛、好ましくはヒト女性の微細な顔の毛の外観を最小化する。
別の好ましい実施形態では、組成物は、ファンデーションのような微細な顔の毛をカバー
するための１つ以上の成分を含有する。より好ましくは、スキンケア組成物は、毛髪軟化
成分及び毛又は皮膚の被覆剤（例えば、顔料）の両方を含む。顔料を使用してもよいが、
代替の好ましい組成物は本質的に顔料を含まない。他の実施形態では、顔料濃度は標準で
あってもよいか、又は低減した濃度の顔料を使用してもよい。他の成分はまた、日焼け止
め剤又は皮膚美白剤のような組成物に含まれてもよい。好ましくは、スキンケア組成物は
、皮膚の毛孔をふさぐことなく、敏感肌に好適であり、皮膚科学的に試験されている。好
ましい実施形態では、スキンケア組成物は、ある程度毛髪横たわり効果を提供する膜形成
組成物である。膜形成組成物（例えばＭＱ樹脂）は当該技術分野において既知である。例
えば、国際公開第９７／１７０５７号、同第９８／５２５１５号を参照されたい。
【００５３】
　別の実施形態では、スキンケア組成物は一般により高い粘度を有する。理論に束縛され
るものではないが、より高い粘性の組成物は、より低い粘性の組成物に比べて流れないた
め顔により良好な被覆又は塗布を提供することができ、したがって、塗布器を介しユーザ
ーに塗布される組成物に対してより多くの時間、並びに顔の皮膚及び微細な顔の毛によっ
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て吸収される組成物に対してより多くの時間を与える。本発明の塗布器は、そのようなよ
り高い粘度の組成物を塗布するのに特に好適である。本申請で述べた全ての粘度は、特に
指定がないかぎりブルックフィールド粘度である。スキンケア組成物の好適なブルックフ
ィールド粘度の範囲は、１００センチポアズ（ｃｐｓ）～２００，０００ｃｐｓ、好まし
くは１５，０００ｃｐｓ～９０，０００ｃｐｓ、より好ましくは１５，０００ｃｐｓ～６
０，０００ｃｐｓの範囲を含んでもよく、あるいは３９．８ショアＡ硬度を有する塗布器
については、好ましい範囲は、１５，０００ｃｐｓ～４０，０００ｃｐｓ、及びあるいは
それらの組み合わせである。粘度を測定する１つの好適な方法は、Ｈｅｌｉｏｐａｔｈモ
ードで、１分につき５回転（ＲＰＭ）のスピンドル速度（及び周囲条件下）でブルックフ
ィールドＲＶＴ、スピンドルＣを使用することが挙げられる。理論に束縛されるものでは
ないが、凹状面を有する塗布器（１）の第２の表面（３２）は、ユーザーが第２の表面上
に組成物を分注する間にスキンケア組成物を保持するのに役立つ。塗布器の凹状の第２の
表面は、塗布器の使用中にリザーバとしての機能を果たすので、スキンケア組成物は塗布
器の中心からより多く塗布される。これは、塗布器の両側にスキンケア組成物を移動させ
る直線状のスキージとしての機能を果たす一部の他の塗布器とは際立って対照的である。
これは塗布のためのユーザーによる塗布器のストロークをより多くすること（塗布の時間
の増加）、及び微細な顔の毛の生えている向きと一致しない方向に不必要にスキンケア組
成物を無理に移動させることにつながることがあり、その結果潜在的に次善の毛髪横たわ
り結果につながる。
【００５４】
　スキンケア組成物の粘度は、本発明の塗布器を用いた皮膚上の製品の有効適用範囲に有
意な影響を及ぼし得る。高ショアＡの塗布器とともに使用される低粘度組成物は、流体が
塗布器の後縁の下向きの力に打ち勝つ十分な流体力学抵抗を発揮できないため、塗布器か
らうまく分注することができない。あるいは、高粘度組成物は、低ショアＡの塗布器と併
用するとき、高レベルの流体力学抵抗及び比較的低い後縁の力のためにむらのある付着を
もたらすことがある。
【００５５】
　一実施形態では、本発明の塗布器と併用されるスキンケア組成物は、塗布器の硬度に相
関する粘度を有する。約３９～４５のショアＡ硬度を有する塗布器については、スキンケ
ア組成物は、約１５，０００ｃｐｓ～４０，０００ｃｐｓの粘度を有するだろう。あるい
は、約５５～６０のショアＡ硬度を有する塗布器については、スキンケア組成物は、約６
８，０００ｃｐｓ～９０，０００ｃｐｓの粘度を有するだろう。あるいは、約４７のショ
アＡ硬度を有する塗布器については、スキンケア組成物は、約１００ｃｐｓ～９０，００
０ｃｐｓ、より好ましくは約１５，０００ｃｐｓ～９０，０００ｃｐｓの粘度を有するだ
ろう。
【００５６】
　スキンケア製剤のずり減粘作用はまた、塗布の剪断速度が＞１００ｓ-1であることから
均一な付着に重要である。使用時に塗布器は動いて流体上にずり応力を発揮する。結果と
して、速度勾配が働き、小さいギャップ厚のため高い剪断速度が生じる。「塗布」又は「
摩擦」の代表的な剪断速度は、＞１００ｓ-1であり、結果として、ずり減粘製品は塗布に
対し、より少ない抵抗を働かせるだろう。粘度は、流体の構造を定量化するための共通の
工業的方法であるブルックフィールド粘度として定義された。加えて、ずり応力の増加及
び結果として生じる粘度の測定のために流体を働かせることによって、ＴＡ　ｉｎｓｔｒ
ｕｍｅｎｔのＡＲ－Ｇ２レオメーターを用いて定常状態の流動曲線を作成した。当該分野
で既知のものに共通であるように、データを次に構成的なＣａｒｒｅａｕモデルに適合さ
せて、そのデータを共通の剪断速度に適合させた（この事例では１０及び１００ｓ-1）。
【００５７】
　加えて、デュロメータが測定した同じ形状を有する塗布器材料の硬度を、組成物により
変化させて、個々の製品流体の粘度により理想的な硬度の塗布器を作製することができる
。具体的には、本明細書で説明した長円形形状については、塗布器のデュロメータ硬度は
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的にはショアＡ３９～ショアＡ５９の範囲であってもよい。複数の塗布器の硬度を付けた
材料の全てを同じ形状と比較することによって、製品粘度の特定の範囲に対する塗布器の
硬度の理想的な範囲を決定することが可能である。特に、３９．８のショアＡ硬度は、１
００ｃｐｓ～１９，９００ｃｐｓの範囲の粘度に対し最良の製品付着性能を有する。同様
に、４７のショアＡ硬度を有する塗布器は、２０Ｋｃｐｓ～６９．９Ｋｃｐｓの製品粘度
で最も望ましい付着パターンを作製した。更に、５９のショアＡ硬度を有する塗布器は、
７０Ｋ～２００Ｋｃｐｓの粘度でより好ましい付着パターンを供給する。
【実施例】
【００５８】
　化粧品組成物は、従来の方法によって以下の成分から調製された。
【００５９】
【表６－１】

【００６０】
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【００６１】
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【表７】

　*１）トリメチルシロキシシリケート（５０％）及びシクロペンタシロキサン（５０％
）（Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．）
　*２）ＰＶＰ（１００％）（ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）
　*３）アクリレート／エチルヘキシルアクリレートコポリマー（１００％）（Ｄａｉｔ
ｏ　Ｋａｓｅｉ　Ｋｏｇｙｏ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）
　*４）二酸化チタン及び水酸化アルミニウム及びタルク及びマグネシウムステアレート
及びジメチコン（Ｍｉｙｏｓｈｉ　Ｋａｓｅｉ，Ｉｎｃ．）
　*５）二酸化チタン及び水酸化アルミニウム及びタルク及びマグネシウムステアレート
（Ｍｉｙｏｓｈｉ　Ｋａｓｅｉ，Ｉｎｃ．）
　*６）ＰＥＧ－９ポリジメチルシロキシエチルジメチコン（Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．）
　*７）イソステアレス－２（Ｃｒｏｄａ，Ｉｎｃ．）
　*８）ステアレス－２１（Ｃｒｏｄａ，Ｉｎｃ．）
　*９）デキストリンパルミテート（Ｃｈｉｂａ　Ｆｌｏｕｒ　Ｍｉｌｌｉｎｇ　Ｃｏｍ
ｐａｎｙ，Ｌｔｄ．）
　*１０）二酸化チタン及びシクロメチコン及びジメチコン及びステアロイルグルタミン
酸二ナトリウム及び水酸化アルミニウム（Ｍｉｙｏｓｈｉ　Ｋａｓｅｉ，Ｉｎｃ．）
　*１１）酸化鉄及びシクロメチコン及びジメチコン及びステアロイルグルタミン酸二ナ
トリウム及び水酸化アルミニウム（Ｍｉｙｏｓｈｉ　Ｋａｓｅｉ，Ｉｎｃ．）
　*１２）酸化鉄及びシクロメチコン及びジメチコン及びステアロイルグルタミン酸二ナ
トリウム及び水酸化アルミニウム（Ｍｉｙｏｓｈｉ　Ｋａｓｅｉ，Ｉｎｃ．）
　*１３）酸化鉄及びシクロメチコン及びジメチコン及びステアロイルグルタミン酸二ナ
トリウム及び水酸化アルミニウム（Ｍｉｙｏｓｈｉ　Ｋａｓｅｉ，Ｉｎｃ．）
　*１４）酸化鉄及びメチコン（Ｄａｉｔｏ　Ｋａｓｅｉ　Ｋｏｇｙｏ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ
．）
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　*１５）酸化鉄及びメチコン（Ｄａｉｔｏ　Ｋａｓｅｉ　Ｋｏｇｙｏ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ
．）
　*１６）酸化鉄及びメチコン（Ｄａｉｔｏ　Ｋａｓｅｉ　Ｋｏｇｙｏ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ
．）
　*１７）二酸化チタン及び水酸化アルミニウム及びジメチコン（Ｍｉｙｏｓｈｉ　Ｋａ
ｓｅｉ，Ｉｎｃ．）
　*１８）タルク及びメチコン（Ｍｉｙｏｓｈｉ　Ｋａｓｅｉ，Ｉｎｃ．）
　*１９）シリカ及びメチコン（Ｍｉｙｏｓｈｉ　Ｋａｓｅｉ，Ｉｎｃ．）
　*２０）タルク及びメチコン（Ｍｉｙｏｓｈｉ　Ｋａｓｅｉ，Ｉｎｃ．）
　*２１）シリカ（Ｐｒｅｓｐｅｒｓｅ　ＬＬＣ）
　*２２）二酸化チタン及び水酸化アルミニウム及びメトキシＰＥＧ－１０プロピルトリ
メトキシシラン及びシリカ（Ｄａｉｔｏ　Ｋａｓｅｉ　Ｋｏｇｙｏ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）
　*２３）酸化鉄及びメトキシＰＥＧ－１０プロピルトリメトキシシラン及びシリカ（Ｄ
ａｉｔｏ　Ｋａｓｅｉ　Ｋｏｇｙｏ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）
　*２４）酸化鉄及びメトキシＰＥＧ－１０プロピルトリメトキシシラン及びシリカ（Ｄ
ａｉｔｏ　Ｋａｓｅｉ　Ｋｏｇｙｏ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）
　*２５）酸化鉄及びメトキシＰＥＧ－１０プロピルトリメトキシシラン及びシリカ（Ｄ
ａｉｔｏ　Ｋａｓｅｉ　Ｋｏｇｙｏ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）
　*２６）ポリアクリルアミド及び水及びＣ１３～１４イソパラフィン及びＬａｕｒｅｔ
ｈ－７（Ｓｅｐｐｉｃ）
　*２７）ポリアクリル酸ナトリウムデンプン（Ｄａｉｔｏ　Ｋａｓｅｉ　Ｋｏｇｙｏ　
Ｃｏ．，Ｌｔｄ．）
　*２８）ＤＣ－５２２５Ｃ（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ）
【００６２】
　実施例１～３及び比較例１に関しては、適当な容器内にて、増粘剤（ＳＥＰＩＧＥＬ　
３０５　*２６）以外の全ての親水性及び水溶性成分をともにブレンドし、全ての成分が
溶解するまで混合した。別の容器内で、増粘剤（ＲＨＥＯＰＥＡＲＬ　ＫＬ２　*９）以
外の全ての疎水性及び油溶性の成分をブレンドし、全ての成分が均質になるまで混合した
。上記の親水性成分及び疎水性成分を乳化のために混合する。得られたエマルションに増
粘剤を加え、そのエマルションを穏やかに混合した。ＲＨＥＯＰＥＡＲＬ　ＫＬ２が増粘
剤である場合は、エマルションを９０Ｃになるまで加熱してから冷却した。
【００６３】
　実施例４に関しては、適当な容器内にて、増粘剤（ＳＥＰＩＧＥＬ　３０５　*２６及
びＭＡＫＩＭＯＵＳＳＥ　１２　*２７）以外の全ての親水性及び水溶性成分をともにブ
レンドし、全ての成分が溶解するまで混合した。その混合物に増粘剤を加え、その混合物
を穏やかに混合した。
【００６４】
　次の市販製剤もまた試験に使用した。
【００６５】
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【表８】

【００６６】
　次の塗布器も試験に使用した。
【００６７】

【表９】

【００６８】
　皮膚組成物の実施例
　本発明の塗布器と併用され得るスキンケア組成物の非限定的な実施例として、米国特許
出願公開第２００５／０２５５０５９（Ａ１）号、段落２０２、実施例１２及び１３、国
際公開第９７／１７０５７号、及び米国特許出願公開第２００５／０２３８６７９（Ａ１
）が挙げられる。組成物の１つの非限定的な実施例は、シリコーン樹脂（例えば、Ｄｏｗ
　Ｃｏｒｎｉｎｇから得られるＭＱ樹脂（トリメチルシロキシシリケート）及びＭＱ樹脂
配合物）を０．３～１０重量％（好ましくは３～６重量％）、グリセリンを５～１５重量
％（好ましくは８～１２重量％）、ＴｉＯ2（例えば、ＴｉＯ2コーティングされたタルク
又はシリコーン処理したＴｉＯ2）を２～１０重量％（好ましくは４～８重量％）、及び
３０％～７０％の水を含む。膜形成皮膚組成物は、美容業では既知である。
【００６９】
　次の実施例は、本発明との組み合わせで有用である組成物の実施形態を更に説明し、実
証する。これらの実施例はあくまで例示を目的として与えられるものであって、本発明を
限定するものとして解釈されるべきではない。実施例には、本発明の趣旨及び範囲から逸
脱することなく多くの変形例が可能である。
【００７０】
　試験方法
　毛髪横たわりの測定＃１：
　様々な長さの２１本の腕の毛髪をＢｉｏ　Ｓｋｉｎ（モデル番号ＨＯ６４－００１）（
Ｂｅａｕｌａｘ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．（Ｊａｐａｎ））などの人工皮膚に植え付ける。毛髪
の長さは、人工皮膚に植え付けた後、０．５～１．８ｃｍの範囲である。人工皮膚の裏面
の余分な毛髪を切り、シアノアクリレート系の瞬間接着剤などの糊を裏面に塗布して、毛
髪を人工皮膚に接着させる。０．０１２５ｇ（０．０００５ｇ／ｃｍ２）の試験サンプル
がＢｉｏ　Ｓｋｉｎに均一に分配されるまで、そのサンプルを指サックをつけた指で塗布
する。５分後、各毛髪を図１の格付け表を基に評価する。格付け数の合計を毛髪の総数で
割ることにより、平均毛髪横たわり度を計算する。毛髪の数及びサンプルの量は、調節す
ることができる。
【００７１】
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　毛髪横たわりの測定＃２：
　ヒト被験者の腕をゴムの指サックを用いた製品で処理し、以下の手順を用いて評価した
。
　１．３．８ｃｍ×１０ｃｍの矩形領域を一方の前腕に設定する。
　２．その領域をメイクアップリムーバーのシートで拭き取り、温水で洗浄しペーパータ
オルで拭き取る。
　３．注射器によって試験製品（０．０３ｍＬ）を測定して、ゴムの指サックをつけた第
２指を用いて前腕に塗布する。
　４．領域内で製品を均等に塗り広げ、それを一方向に１０回塗り広げる。
　５．ａ）側部及びｂ）頂部からＶＩＳＩＡを用いて写真を撮る。
　　ａ）毛髪横たわりの評価用：
　　　ｉ）側面図の写真を２倍に拡大する。
　　　ｉｉ）皮膚の表面から０．３ｃｍより大きい全ての毛髪の高さを測定する。
　　　ｉｉｉ）ａ）毛髪の高さ、及びｂ）横たわっている毛髪の割合をｔ検定として比較
し、平均を計算する。ｔ検定は、帰無仮説がサポートされる場合、検定統計がスチューデ
ントのｔ分布に従う任意の統計的仮説検定である。データの２つの集合について互いに有
意差があるかどうかを判定するのに使用することができ、検定統計が正規分布に従うとき
に検定統計でスケーリング項の値が既知である場合、最もよく適用される。スケーリング
項が未知であり、データに基づく推定値によって置換されるとき、検定統計は（一定の条
件下で）スチューデントのｔ分布に従う。
　　ｂ）毛髪のカムフラージュについては、平面図写真を使用して処理した領域を視覚的
に評価する。
【００７２】
　毛髪横たわりの測定
　選択された実施例は、毛髪横たわりの測定＃１に従って試験され、以下の平均毛髪横た
わり度が得られた。
【００７３】
【表１０】

【００７４】
　市販製品との比較
　製品を毛髪横たわりの測定＃２に従って試験した。
　毛髪横たわりの測定＃２を用いた解析の結果：
【００７５】

【表１１】

【００７６】
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　粘度／硬度実施例
　次の実施例は、本発明との組み合わせで有用である組成物の実施形態を更に説明し、実
証する。これらの実施例はあくまで例示を目的として与えられるものであって、本発明を
限定するものとして解釈されるべきではない。実施例には、本発明の趣旨及び範囲から逸
脱することなく多くの変形例が可能である。
【００７７】
　試験方法
　０．１５グラムの各製剤を３つの異なるデュロメータシリコーン塗布器に塗布し、次に
製品をＬｅｎｅｔｔａ（Leneta）　Ｃａｒｄ（１４×２５ｃｍ（５．５×１０インチ））
Ｆｏｒｍ　２Ａ　Ｂ＃４２０１　Ｏｐａｃｉｔｙチャートに２つの異なる速度１５ｃｍ（
６インチ）／秒及び２．５ｃｍ（１インチ）／秒で塗布した。全ての試験は、試験ごとに
少なくとも４つの複製で行われた。
【００７８】
　図１２に示すように視覚評価尺度を使用した。写真で等級の種類を示す。視覚結果を相
対的な定量データに変換した。
【００７９】
【表１２】

【００８０】

【表１３】

【００８１】
【表１４】
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　ＣＩＥ　Ｌｃｈ色空間又は色モデル
　Ｌ*軸は、明度を示す。これは、底部における明度がない０（即ち絶対黒）から、中間
の５０を通り、頂部における最高明度である１００（即ち、絶対白）まで垂直である。
【００８３】
　ｃ*軸は、クロマ又は「彩度」を示す。これは、円の中心における完全に不飽和状態の
０（即ち、中性のグレー、黒、又は白）から、円の辺縁における非常に高いクロマ（彩度
）又は「色純度」の１００以上までの範囲にわたる。
【００８４】
　ｈ*軸は色相を示す。中心を通る水平スライスをとって、「球体」（「りんご」）を半
分に切ると、色のついた円が見られる。円の辺縁の周囲で、あらゆる可能な彩度の色、又
は色相が見られる。この円形軸は、色相のｈ度として既知である。その単位は度（又は角
度）の形式であり、０度（赤）から９０度（黄）、１８０度（緑）、２７０度（青）を通
り、０度に戻る範囲にわたる。
【００８５】
【表１５】

　*シェードパレットにわたり変動する
【００８６】
　膜形成ポリマー
【００８７】
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【表１６】

【００８８】
　塗布の方法
　本発明の利点は、スキンケア組成物を顔に塗布するために塗布器が使用され得る方法の
柔軟性である。出願者の未発表の消費者調査に基づいて、多くの女性は（様々な理由で）
）従来技術の塗布器に不満であり、簡単な彼女たちの指（複数可）の使用にさえ頼るだろ
う。実際にヒトの顔は複雑な形状を有する。鼻の周囲の領域は、比較的小さな塗布器を必
要とするが、頬は、より広い領域をカバーする塗布器に適している比較的大きな領域であ
る。また効率のよい、即ち塗布時間を最小化する塗布器を有することは、多くの女性によ
って所望されてもいる。したがって、毛髪横たわり効果を提供するだけでなくヒトの顔の
複雑な形状に適応することもできる塗布器を提供する必要が存在する。
【００８９】
　図８ａ及び８ｂを見ると、塗布器（１）は、より精密な制御が所望される鼻の周囲及び
目（４９）の周囲の相対的限定皮膚領域に皮膚組成物を塗布するのに適している。一実施
形態では、図８ｂに例示したように、ユーザーは、塗布器（１）の第１の表面（３１）上
の塗布器（１）の長軸に沿って第２指（４１）を置いてもよい。第２指（４１）即ち示指
は、ユーザーの第３指（４２）と第１指（４３）との間に位置する。図示しないが、ユー
ザーは次に、第３指（４２）及び第１指（４３）を通って塗布器（１）の短軸の反対側の
縁部を丸めてもよく、したがって塗布器（１）は、第２指（４１）の周囲で少なくとも部
分的に丸くなり、第１指（４３）及び第３指（４２）によって塗布器（１）の上に及ぼさ
れている第２指（４１）に対する圧力によってその位置に保持される。この構成の使用法
を、鼻（４４）と頬（４５）との間の領域に塗布器を適用するためにユーザーが本質的に
第２指（４１）を使用している図８ａに示し、そこで塗布器（１）の第２の表面（３２）
は、対象の顔の皮膚と接触している。
【００９０】
　第２指は、塗布器（１）の第２の表面（３２）の一部が対象の皮膚領域と接触すること
ができるように、通常塗布器の長さ（即ち長軸に沿って）に完全には沿わない。このよう
に、塗布器の一部は曲げて、（例えば、鼻が頬と交わる）顔の相対的限定領域の周囲に適
合することができる。図８ａ及び８ｂに示さないが、本明細書に説明する方法の範囲内に
かなりの変更例が存在する。例えば、第２指（４１）は、塗布器（１）の短軸に沿ってい
てもよい。あるいは、第２指（４１）を塗布器の第２の表面（３２）に沿って置いてもよ
い。第２指が塗布器（１）の長軸又は短軸をどのくらい横切るか、及び塗布器（１）が第
２指（４１）の周囲にどのくらい巻かれるかは、ユーザー自身の好みのままにしておくの
が最も良い場合がある。
【００９１】
　図９ａ及び９ｂは、代替の方法を目的とする。図９ｂは、ユーザーが、第２指（４１）
と第１指（４３）との間で短軸に沿って塗布器（１）の第１の表面（３１）の両側を押す
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ことによって塗布器（１）を丸めてロールにして、挟まれたロール形状を形成することを
例証する。この構成の使用法を、ユーザーが塗布器（３１）の第２の表面（３２）を鼻（
４４）と頬（４７）との間の皮膚領域に対して接触させている図９ａに示す。
【００９２】
　図１０ａ及び１０ｂは、頬（４７）のような顔のより広い領域に対する使用に最適と考
えられる方法を目的とする。図１０ｂは、ユーザーの第１指（４３）が塗布器（１）の第
２の表面（３２）に接触し、本質的に第１指（４３）をまたいでいる塗布器（１）の第１
の表面（３１）に第２指（１）及び第３指（４２）が接触するのを例示する。第２指（４
１）と第３指（４２）との間に及ぼされた圧力、及び第１指（４３）と塗布器（１）との
間の圧力は、使用中に塗布器（１）を固定し、塗布器（１）に湾曲形状を一般にもたらす
。指（４１、４２）は通常、塗布器（１）の長軸全体に沿わないが、むしろ、塗布器（１
）の一部の領域は、指（４１及び４２）に接触しないままで、塗布器（１０）の周縁（表
示せず）の一部が塗布中に顔の輪郭をより良好にたどるのを可能にする。この構成の使用
法を、図１０ａに示す。ユーザーは、指（４１及び４２）と第１指（４３）との間で塗布
器（１）を掴み、頬（４７）に沿って塗布器（１）をガイドする。頬（４７）の皮膚と接
触しているのは、塗布器（１）の第２の表面（３２）である。
【００９３】
　図１１ａ及び１１ｂは、頬のような顔のより広い領域に最適と考えられる方法を目的と
する。図１１ｂは、ユーザーの第１指（４３）が塗布器（１）の第２の表面（３２）に接
触し、第２指（４１）、第３指（４２）、及び第４指（４９）が塗布器（１）の長軸に概
ね沿って、第１の塗布器（１）の第１の表面（３１）に接触するのを例示する。第４指（
４９）は、第３指（４２）の隣である。第２指（４１）と第３指（４２）と第４指（４９
）との間に及ぼされた圧力、及び第１指と塗布器との間の圧力は、使用中に塗布器（１）
を固定し、塗布器（１）に湾曲形状を一般にもたらす。指（４１、４２、及び４９）は通
常、塗布器（１）の長軸全体に沿わないが、むしろ、塗布器（１）の一部の領域は、指（
４１、４２、及び４９）に接触しないままで、塗布器（１０）の周縁（表示せず）の一部
が塗布中に顔の輪郭をより良好にたどるのを可能にする。この構成の使用法を、図１１ｂ
に示す。ユーザーは、３本の指（４１、４２、及び４９）と第１指（４３）との間で塗布
器（１）を掴み、頬（４７）に沿って塗布器（１）をガイドする。頬（４７）の皮膚と接
触しているのは、塗布器（１）の第２の表面（３２）である。
【００９４】
　ユーザーは、単一の顔の塗布事象の間にこれらの方法のうちいずれか同士を交換するこ
とができる。
【００９５】
　発明の一態様（On aspect）は、顔、好ましくはヒト女性の顔に対する毛の最小化又は
毛髪横たわりの効果の方法であって、組成物、好ましくは膜形成組成物を顔に本発明の塗
布器によって局所的に塗布する工程を含む、方法を提供する。一実施形態では、方法は、
顔の発毛の方向軸線を評価する工程を更に含み、塗布器を用いて組成物を局所的に塗布す
る工程は、顔の発毛の評価された方向軸線に沿って行われる。理論に束縛されるものでは
ないが、毛の最小化又は毛髪横たわりの効果はそのようなアプローチによって最適化され
る。
【００９６】
　キット
　塗布器及び顔用スキンケア組成物を収容するキットの非限定的な実施例を図７として提
供する。組成物は、微細な顔の毛の最小化ファンデーションである。このファンデーショ
ンは、塗布器と併用されるとき微細な顔の毛の外観を最小化する。キットは、次のように
広告される場合がある。「微細な顔の毛をカバーするためにファンデーション被覆を毛髪
軟化美容液及び平滑化塗布器と組み合わせると、微細な顔の毛はより目立たくなる。ファ
ンデーションは塗布すると直ちに皮膚の調子を均一にし、平滑感、快適感、及び軽量感を
与える。」著作権Ｐ＆Ｇ　２０１２。塗布器は、使用の合間に（例えば、石鹸及び水）洗
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浄することができる多用途物品であってもよい。一実施形態では、塗布器及びスキンケア
組成物は別々に販売される。
【００９７】
　使用に関する指示書
　指示書は、キット内又は塗布器とともに提供され得る。指示書は、ユーザーに塗布器及
び任意追加的にスキンケア組成物の使用方法を指示する（好ましくは本明細書に記載の方
法と一致する）。更に、ユーザーは、塗布器を用いてスキンケア組成物を顔の発毛の方向
軸線に沿って塗布するように指示される場合がある。
【００９８】
　一実施形態では、ユーザーは、０．０５ｍＬ～０．２５ｍＬのスキンケア組成物、ある
いは０．１ｍＬ～０．２ｍＬ、あるいは０．０５ｍＬ～２ｍＬ、あるいはそれらの組み合
わせを投与するように指示される。別の実施形態では、ユーザーは、０．０５ｇ～０．２
５ｇのスキンケア組成物、あるいは０．１ｇ～０．２ｇを投与するように指示される。ス
キンケア組成物を収容する容器は、１０ｍＬ～１００ｍＬ、あるいは２０ｍＬ～５０ｍＬ
、あるいは１５ｍＬ～３５ｍＬを含有してもよい。
【００９９】
　最適な皮膚の横たわり効果のために、塗布器を用いてスキンケア組成物をいずれかの発
毛の方向（即ち、発毛の向き）に沿って塗布することが最良である。使用指示書の非限定
的な実施例は、以下を含む。「使用するには、顔の毛の方向を確認する。通常通りの場合
は、塗布器を使用してファンデーションを塗布するが、最良の毛髪横たわりのためには、
顔の発毛と同じ方向に塗布し、完全に顔の毛をカバーすることを確認する。」Ｐ＆Ｇ著作
権２０１２。
【０１００】
　指示はまた、２０１２年５月３０日出願の「Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ｆ
ｏｒ　Ｒｅｄｕｃｉｎｇ　Ｈａｉｒ　Ａｐｐｅａｒａｎｃｅ」（Ｔａｎａｋａら）（代理
人整理番号Ｐ＆Ｇ　ＡＡ８３４Ｐ）と題する米国特許仮出願第６１／６５２９７６号に対
する利益を主張する米国特許出願公開に説明される指示を含み得る。
【０１０１】
　本明細書に開示した寸法及び値は、記載された正確な数値に厳密に限定されるものと理
解されるべきではない。むしろ、特に断らないかぎり、そのような寸法のそれぞれは、記
載された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば
、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図する。
【０１０２】
　任意の相互参照又は関連特許若しくは関連出願を含む本明細書に引用される文献はすべ
て、明らかに除外されるか又は別の方法で限定されないかぎり、それらの全容を本明細書
に参照によって援用する。いずれの文献の引用も、こうした文献が本明細書で開示又は特
許請求されるすべての発明に対する先行技術であることを容認するものではなく、あるい
は、こうした文献が、単独で、又は他のすべての参照文献との任意の組み合わせにおいて
、こうした発明のいずれかを教示、示唆又は開示していることを容認するものでもない。
更に、本文書内の用語のいずれかの意味又は定義が、参照によって援用される文書内の同
じ用語のいずれかの意味又は定義と矛盾する場合、本文書においてその用語に付与される
意味又は定義が優先するものとする。
【０１０３】
　本発明の特定の実施形態が例示され記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸脱
することなく他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には自明であろう。し
たがって、本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更及び修正を添付の特許請求の範
囲で扱うものとする。
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